
疑

質

表

代

議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
疑
の
中
か
ら
主
な
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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行
財
政
改
革
の
こ
れ
ま
で
の
取

組
に
つ
い
て
の
所
見
と
、
今
後
の
推
進

に
つ
い
て
決
意
を
伺
う
。

　
　
　

平
成
七
年
の「
行
政
改
革
大
綱
」

策
定
以
来
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
行
政
経
費
の
節
減
や
環
境
問

題
等
、
市
民
の
期
待
や
時
代
の
要
請
に

応
え
ら
れ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
厳

し
さ
を
増
す
行
財
政
環
境
の
中
で
戦
略

的
都
市
経
営
を
行
う
た
め
、
一
層
の
改

革
推
進
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
。
今

後
も
よ
り
踏
み
込
ん
だ
行
財
政
運
営
の

効
率
化
に
決
意
を
持
っ
て
取
り
組
む
。

　
　
　

少
子
化
社
会
に
対
す
る
認
識
を

伺
う
。
ま
た
、
小
児
救
急
医
療
の
体
制

強
化
の
た
め
、
救
急
電
話
相
談
事
業
の

実
施
を
宮
城
県
に
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
児
童
虐
待
の
根
絶
に
向
け
児
童
相

談
所
の
機
能
を
強
化
す
べ
き
。

　
　
　

少
子
化
社
会
は
、
社
会
経
済
全

体
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
子
ど
も
の

人
間
形
成
過
程
に
お
い
て
も
影
を
落
と

し
つ
つ
あ
る
。
即
効
薬
は
な
い
が
少
子

化
対
策
と
次
世
代
育
成
を
重
要
課
題
の

一
つ
に
掲
げ
、
積
極
的
か
つ
重
点
的
に

取
り
組
む
。
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業

は
広
島
県
で
試
行
し
、
約
八
割
の
方
が

夜
間
に
病
院
に
行
か
ず
に
済
ん
だ
。
安

心
で
き
る
子
育
て
環
境
と
小
児
救
急
の

混
雑
解
消
の
た
め
、
早
期
実
施
を
県
に

働
き
か
け
る
。
ま
た
、
児
童
虐
待
対
策

に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
法
の
改
正
動

向
を
踏
ま
え
、
そ
の
充
実
に
向
け
必
要

な
機
能
強
化
を
図
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
環
境
に
配
慮
し
た
東
西
線
建
設

○
緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
継
続
を

○
津
波
避
難
対
策
に
万
全
を

○
障
害
者
施
策
の
方
向
性

○
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

○
市
債
残
高
の
計
画
的
削
減
を

　
　
　

国
が
責
任
放
棄
し
福
祉
や
教
育

の
財
政
支
出
を
大
幅
に
削
減
す
る
中
で
、

市
長
は
国
と
闘
う
べ
き
。
ア
エ
ル
ビ
ル

事
業
に
投
入
す
る
予
算
十
一
億
円
を
削

減
し
て
、
見
舞
金
制
度
等
の
福
祉
健
康

施
策
の
廃
止
・
縮
小
と
い
う
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
負
担
を
住
民
に
転
嫁

す
る
方
針
は
撤
回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

従
来
か
ら
い
か
に
地
方
の
声
を

国
に
伝
え
反
映
さ
せ
る
か
が
大
事
だ
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
地
方
自
ら
が
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
国
と
の
厳
し

い
議
論
を
展
開
す
る
た
め
、
他
自
治
体

の
首
長
と
と
も
に
積
極
的
に
対
応
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
見
舞
金
制
度
の
廃
止
等
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
生
活
保
護

基
準
の
改
善
等
各
種
福
祉
施
策
の
拡
充

が
図
ら
れ
て
い
る
現
状
を
総
合
的
に
み

て
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ア

エ
ル
ビ
ル
事
業
と
は
視
点
が
別
で
あ
る
。

今
後
も
保
健
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
に

向
け
、
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
は
一
層

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
役
所
本
庁
舎
改
築
は
市
民
参

加
の
手
法
を
明
確
に
し
た
「
市
民
自
治

条
例
」
を
つ
く
り
，
市
民
参
加
で
論
議

す
べ
き
。

　
　
　

市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に

当
た
り
、
議
会
で
の
議
論
や
市
民
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
市
民
参
加
で
、
あ

る
べ
き
姿
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
耐
震
改
修
工
事
助
成
制
度
の
募
集
枠

　

拡
大
と
市
独
自
の
融
資
制
度
の
創
設

○
乳
幼
児
医
療
費
窓
口
無
料
化
の
実
現

○
食
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
条
例
を

○
大
型
店
進
出
を
規
制
で
き
る
条
例
を

母
と
子
を
大
切
に
す
る
政
治
を

行
財
政
改
革
の

　
　
　
　
　

間
断
な
き
推
進
を

本
庁
舎
改
築
は
市
民
参
加
で

               

論
議
す
べ
き

23

問答

問答

問答

問

答

国
の
地
方
切
り
捨
て
路
線
に

   

反
対
し
市
民
の
福
祉
を
守
れ

社民党社民党仙 台・仙 台・
グローバルグローバル

　
　
　

都
市
そ
の
も
の
の
持
つ
環
境
の

力
、
市
民
の
持
つ
様
々
な
知
力
、
活
動

力
等
の
「
杜
の
都
の
地
域
力
」
で
築
く
、

東
西
線
運
用
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
都
心

商
店
街
の
振
興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

東
西
線
の
完
成
に
よ
り
、
に
ぎ
わ

い
や
利
便
性
が
持
続
で
き
る
活
力
あ
る

街
づ
く
り
が
可
能
と
な
り
、
市
民
と
協

働
し
な
が
ら
、「
杜
の
都
の
地
域
力
」
を

結
集
し
大
き
な
効
果
を
生
む
手
立
て

を
明
確
に
し
た
い
。
ま
た
、
大
学
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
協
働
に
よ
る
中
心
部
商
店
街
活

性
化
の
取
組
と
連
動
し
、
効
果
的
な
支

援
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　

国
の
三
位
一
体
改
革
に
関
連
し

て
、
本
市
の
地
方
分
権
へ
の
視
点
、
改

革
へ
の
評
価
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
市
民
に
よ
る
役
人
監
視
型
か

ら
行
政
に
よ
る
市
民
接
触
型
へ
と
、
行

政
と
市
民
の
意
識
改
革
が
必
要
で
は
。

　
　
　

地
方
分
権
推
進
の
た
め
、
権
限

の
拡
充
と
税
源
移
譲
に
よ
り
財
政
基
盤

を
確
立
し
、
自
治
体
の
自
立
性
を
高
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
三
位
一
体
改

革
は
、
地
方
の
自
由
度
の
拡
大
よ
り
国

の
財
政
再
建
を
優
先
し
た
も
の
と
評
価

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
国
等
と
の
協
議
を

早
く
か
ら
行
う
な
ど
、
地
方
の
声
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
取
組
を
強
化
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
共

通
の
認
識
を
持
ち
、
適
切
な
役
割
分
担

の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
市
民
と
と
も
に
杜
の
都

の
地
域
力
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
グ
リ
ー
ン
購
入
世
界
会
議
に
つ
い
て

○
広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
の
具
体
化

○
地
域
防
犯
活
動
の
警
察
と
の
連
携

○
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
積
極
的
支
援

○
災
害
時
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

○
移
転
後
の
市
立
病
院
に
つ
い
て　

　
　
　

バ
ス
の
郊
外
路
線
の
割
高
感
の

解
消
と
朝
夕
の
運
行
時
間
の
延
長
を
。

　
　
　

郊
外
か
ら
の
運
賃
は
、
遠
距
離

割
引
制
度
を
適
用
し
て
い
る
が
、
新
た

に
、
割
安
感
の
あ
る
乗
車
券
の
開
発
も

検
討
し
て
い
る
。
運
行
時
間
に
つ
い
て

は
、
お
客
様
の
要
望
を
お
聞
き
し
利
用

状
況
も
勘
案
し
設
定
し
て
お
り
、
今
後

と
も
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

戸
建
木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成

で
、
希
望
者
が
枠
を
大
幅
に
上
回
る
場

合
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
家
具

転
倒
防
止
対
策
の
市
民
へ
の
呼
び
か
け

や
器
具
の
購
入
助
成
を
行
う
べ
き
。

　
　
　

耐
震
改
修
助
成
希
望
が
大
幅
に

予
算
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
国
・
県
と

協
議
し
柔
軟
に
対
応
を
図
る
。

　

ま
た
、
家
具
転
倒
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
や
家

具
関
係
業
界
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る

と
と
も
に
、
市
民
へ
の
支
援
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

念
願
の
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
複

数
機
配
備
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　
　

平
成
十
六
年
度
は
導
入
機
種
や

導
入
手
法
な
ど
を
検
討
し
、
十
七
年
度

の
導
入
を
目
途
に
事
業
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
犯
罪
防
止
の
取
組
の
構
築

○
市
立
病
院
と
市
庁
舎
の
改
築

○
ベ
ガ
ル
タ
支
援
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

○
在
仙
大
学
へ
の
支
援
効
果
と
あ
り
方

○
地
域
防
犯
活
動
の
支
援
推
進

○
演
劇
活
動
と
発
表
の
場
の
支
援
推
進

○
温
泉
地
域
の
発
展
と
観
光
振
興

○
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
促
進

○
健
康
福
祉
制
度
の
見
直
し
の
あ
り
方

○
職
員
給
与
条
例
の
改
正

○
雇
用
創
出
と
継
続
的
雇
用
確
保

問答

問

答

問答

問答

笠原　哲　議員

大槻　正俊　議員加藤　栄一　議員

問答

利
用
し
や
す
い
バ
ス
事
業
に

地
震
防
災
対
策
の
促
進
を

　
「
杜
の
都
の
地
域
力
」
に
よ
る　

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

三
位
一
体
改
革
の
評
価
と

　
　
　
　
　
　
　

本
市
の
対
応 郊外路線の割高感解消を

市役所本庁舎

中心部商店街の活性化を
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endai city assemblyendai city assembly
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みらいみらい
仙　台仙　台
佐藤　嘉郎　議員

      

市
役
所
本
庁
舎
と
市
立
病
院
の
建

て
替
え
の
理
由
及
び
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

耐
震
診
断
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受

け
、
耐
震
化
の
方
策
を
検
討
し
て
き
た
。

　

本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
改
修
で
は
、

構
造
的
な
制
約
に
よ
り
災
害
時
に
必
要

な
中
央
司
令
塔
と
し
て
の
機
能
確
保
が

困
難
な
こ
と
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

建
て
替
え
が
適
当
と
判
断
し
た
。

　

ま
た
、
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
医

療
を
続
け
な
が
ら
の
改
修
、
建
て
替
え

が
困
難
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
移
転
新
築

に
よ
る
建
て
替
え
が
必
要
と
判
断
し
た
。

　

本
庁
舎
の
建
設
位
置
等
は
、
市
民
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
、
今
後
五

年
程
度
を
目
途
に
、
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
二
機
体
制

整
備
の
決
断
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　　
　
　

宮
城
県
沖
地
震
に
対
し
て
、
万

全
の
消
防
航
空
体
制
を
整
え
、
災
害
対

応
力
の
向
上
を
期
す
た
め
、
導
入
を
決

断
し
た
。

　　
　
　

戸
建
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援

は
、
ど
の
よ
う
な
助
成
制
度
か
伺
う
。

　
　
　

改
修
計
画
の
策
定
に
は
、
経
費

の
お
お
む
ね
九
割
を
補
助
し
、
改
修
工

事
に
つ
い
て
は
、
個
人
財
産
へ
の
直
接

的
支
援
と
い
う
面
が
強
い
こ
と
か
ら
標

準
的
経
費
の
半
額
程
度
を
助
成
す
る
こ

と
と
し
た
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

○
地
震
等
防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

○
保
育
所
の
整
備
に
つ
い
て

○
食
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

○
救
急
業
務
高
度
化
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　

 

○
一
般
会
計　

小
中
学
校
の
耐
震
補
強 

　

事
業
等
計
約
十
四
億
円
の
追
加

○
特
別
会
計　

食
肉
市
場
施
設
整
備
等

　

計
約
十
億
円
の
追
加

○
企
業
会
計　

計
七
十
億
円
の
減
額

○
市
街
化
調
整
区
域
等
郊
外
部
に
お
け

　

る
開
発
事
業
の
実
施
に
係
る
調
整
に

　

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

○
市
庁
舎
整
備
基
金
を
設
置
す
る
も
の

○
消
費
生
活
環
境
の
変
化
を
考
慮
し
、

　

消
費
生
活
条
例
を
改
正
す
る
も
の

○
市
長
等
の
給
料
月
額
等
の
減
額
措
置

　

の
適
用
期
間
を
延
長
す
る
も
の

○
職
員
の
昇
給
停
止
を
実
施
す
る
年
齢

　

を
引
き
下
げ
る
等
の
も
の

○
実
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
を

　

設
置
す
る
等
の
も
の

○
木
町
通
、
岡
田
及
び
西
中
田
児
童
館

　

を
設
置
す
る
等
の
も
の

○
榴
岡
公
園
に
お
い
て
占
有
許
可
を
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
仮
設
の
施
設
を
定

　

め
る
等
の
も
の

○
木
町
通
市
民
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

　

等
の
も
の

○
ガ
ス
供
給
契
約
の
種
別
に
家
庭
用
熱

　

電
併
給
契
約
を
設
け
る
等
の
も
の

○
袋
原
市
営
住
宅
改
築
工
事
契
約
締
結

○
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
の
管

　

理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と

　

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

○
（
仮
称
）
松
森
工
場
関
連
市
民
利
用

　

施
設
Ｐ
Ｆ
Ｉ
特
定
事
業
契
約
の
締
結

○
仙
台
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

の
委
員
の
選
任

　
　

岩
井　

紘
子　
　

木
村　

正
利

　
　

鎌
田　

宏

○
仙
台
市
土
地
利
用
審
査
会
の
委
員
の

　

任
命

　
　

荒
井　

純
哉　
　

菅
野　

實

　
　

木
下　

淑
惠　
　

木
村　

美
智
子

　
　

野　

秀
策　
　

星　
　

孝

　
　

渡
邉　

能
充

○
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
委
員
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幕
田　

圭
一

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　

秋
保　

浩
宜　
　

橋　

由
美
子

　
　

相
澤　

三
夫　
　

加
藤　

孝

　
　

菅
原　

洋
子　
　

鈴
木　

千
代
子

　
　

菅
原　

帛　
　
　

門
間　

久
美
子

　
　

金
澤　

正
之

問

平
成
十
五
年
度
補
正
予
算

条
例
な
ど

人　

事

問 答答

安
全
・
安
心
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　

基
盤
整
備
を

子育て支援のための施設整備を

2

問答
　今定例会に提出された１２０議
案のうち１１８議案が可決され、

（８面の賛否一覧表参照）成立し
ました。
　以下、成立した議案の一部を紹
介します。平成１６年度予算等に
ついては、６ ７面のグラフ・表
をご覧ください。

議案の紹介議案の紹介

　
　
　

政
令
指
定
都
市
と
な
っ
て
十
五

年
が
過
ぎ
、
市
長
が
二
十
一
世
紀
仙
台

の
道
標
と
し
て
表
し
た
「
仙
台
21
プ
ラ

ン
」
が
目
標
年
度
の
折
り
返
し
地
点
を

迎
え
、
さ
ら
に
、
東
西
線
建
設
が
ま
さ

に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
今
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を
伺
う
。

　
　
　

様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
市
民

の
力
や
新
産
業
等
の
「
杜
の
都
の
地
域

力
」
を
大
き
く
育
む
こ
と
で
、「
仙
台

21
プ
ラ
ン
」
で
示
す
四
つ
の
都
市
像
が

調
和
・
融
合
し
た「
21
世
紀
都
市
・
仙
台
」

へ
の
道
筋
を
一
層
確
か
に
し
、
理
想
の

都
市
像
へ
向
け
着
実
に
進
み
た
い
。

　

東
西
線
完
成
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

「
脱
ク
ル
マ
都
市
」
の
実
現
に
向
け
た

総
合
的
な
交
通
対
策
の
推
進
や
、
活
力

あ
る
都
市
を
築
く
た
め
の
都
市
機
能
の

配
置
の
あ
り
方
等
を
検
討
し
、
中
長
期

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
分
か
り

や
す
く
示
せ
る
よ
う
努
め
る
。

　
　
　

百
万
人
の
健
康
づ
く
り
は
、
仙

台
市
の
活
力
あ
る
未
来
を
考
え
た
と
き

極
め
て
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

　
　
　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
等
各
施
設

の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
、
よ
り
身
近
な

地
域
施
設
と
も
有
機
的
に
連
携
し
、
総

合
的
な
健
康
情
報
の
提
供
や
健
康
相
談

の
実
施
等
健
康
づ
く
り
の
体
制
の
充
実

に
努
め
る
。
ま
た
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
と
学
校
の
連
携
強
化
を
柱
に
保
育
所

等
関
係
者
の
研
修
や
地
域
の
健
康
づ
く

り
を
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
等
を

通
じ
、
市
民
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
行
財
政
改
革
の
推
進

○
地
域
産
業
の
育
成
と
雇
用
の
確
保

○
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

　
　
　

現
状
の
保
育
事
業
は
、
親
中
心

の
利
便
さ
を
先
行
し
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
結
果
、
親
の
育
児
放
棄
を

促
す
こ
と
に
な
り
、
親
子
の
心
の
絆
を

切
り
裂
く
こ
と
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
。

今
後
の
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

父
母
を
中
心
と
す
る
家
庭
こ
そ

が
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
、
促
す
基
本

と
な
る
拠
り
所
と
認
識
し
て
い
る
が
、

女
性
の
社
会
進
出
や
経
済
的
な
理
由
か

ら
、
保
育
所
の
需
要
が
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
保
育
所
は
単

に
子
ど
も
を
預
か
る
だ
け
で
な
く
、
保

護
者
と
保
育
所
が
と
も
に
子
ど
も
を
育

て
る
と
い
う
視
点
で
、
保
護
者
の
子
育

て
力
を
支
え
、
家
庭
の
絆
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
、
家
庭
と
の
連
携
を
深
め
、
よ

り
良
い
保
育
に
努
め
る
。

　
　
　

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の

計
画
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答
申
で
は
、

男
性
の
育
児
・
家
事
へ
の
参
加
の
促
進

や
、
父
親
の
育
児
休
業
取
得
の
促
進
等

を
う
た
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
父
親
本

来
の
役
目
と
は
違
う
方
向
性
を
示
し
て

い
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
　

育
児
期
の
女
性
は
家
事
や
育
児

等
を
担
い
、
大
変
負
担
が
大
き
い
。
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
母
子
に
と
っ
て

最
も
身
近
な
存
在
の
父
親
が
、
必
要
と

さ
れ
る
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
環
境
の

整
備
が
重
要
だ
。
育
児
は
両
親
を
基
本

に
周
囲
や
社
会
の
支
援
を
得
て
進
め
ら

れ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め

の
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
朝
鮮
総
連
関
連
施
設
へ
の
課
税

○
ホ
ー
ム
レ
ス
対
策

○
都
市
景
観
に
関
す
る
行
政
の
指
導

問答

問答

問答

問答

自由民主党自由民主党 フォーラムフォーラム
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親
子
の
心
の
絆
を

         

大
切
に
す
る
育
児

男
女
の
特
性
を
重
視
す
る

　
　
　

男
女
共
同
参
画
社
会
を

仙台城址から仙台市街を望む

注
１

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

百
万
人
の

　
　
　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て


